
 

 

 
「全国学力・学習状況調査（６年）」や日頃の学校生活の学習状況を基に、大賀郷小学校が抱える学力の課題を

分析しました。分析した内容から、課題解決に向けて重点的に取り組む内容を「授業改善プラン」として全教科に渡

って作成しました。 

この授業改善プランを基に、「分かることの実感できる授業」を通して知識・技能の習得と、それらを活用する力

(思考力・判断力・表現力）の定着と学習意欲の向上を図ります。 

 

     

 

 

 

教育課程の編成を工夫することで、児童一人一人に関わる時間を確保し、知識・技能の定着と学習意欲の向上

を図ります。 

①少人数学習指導体制（習熟度及び課題別学習指導）の推進 

   小規模校ならではのきめ細やかな指導とともに、算数では、少人数加配教員を活用した習熟度別指導を推進

し、基礎的・基本的な知識技能の習得を目指します。また、２年生の算数においても、ティーム・ティーチング及び

少人数学習指導体制により、よりきめ細やかな指導を目指します。 

②基礎学力の定着に向けて 

   国語・算数においては、単元に応じて漢字や計算の習熟の時間を設け、基礎的・基本的な知識・技能の習得を図

ります。 

③大賀郷タイム 

   火曜日、木曜日の朝の１５分間は、国語・算数の基礎的内容の中で、繰り返し行う必要のある学習を行い、その

定着を図ります。 

④朝読書の時間 

   水曜日の朝の１５分間は、読書及び保護者の方による読み書かせを行い、文章に慣れ親しむ習慣を付けます。 

 

 

 

 

①問題解決的な学習の推進 

思考力・判断力・表現力を育むためには、課題をもち、解決の見通しを立て、自分で解決し、皆で発表するとい

った問題解決の学習が大切です。 「１人で考え、みんなで考える。」を、各教科において推進し、思考力・判断力・

表現力を育成します。 

１ 授業改善プランを作成し、実践します。 

 

２ 知識・技能を着実に定着させます。 

３ 思考力・表現力を育成します。 

 



②知識の習得と活用 

    各教科では、問題解決のプロセス（問題→めあて→自分の考え→交流→まとめ→振り返り）に沿って学習を

展開し、記述や発表を通して学習内容の定着を図ります。また、学んだことを日常生活のどんな場面で生かして

いけるのか、活用の仕方を考えていきます。 

 
校内研究とは、教師が児童の実態に目を向けた上で指導の内容や方法を考え、互いに学び合う中で、指導力の

向上に努めることです。今年度は、「学ぶ楽しさを知り、何事にも主体的に取り組む児童の育成～ＵＤＬの視点から

～」を研究のテーマとしました。また、昨年度に引き続き大賀郷中学校と協力し、小中一貫型教育を進めていきます 

①研究での具体的な取組 

誰もが分かりやすく、楽しい授業を通して、基礎学力の定着を図っています。個に応じた学びのスタイルや内容

を考え、授業に生かしていきます。特に ICT の活用や、発達の段階に合わせたスモールステップでの学習を行っ

ています。 

②小中一貫教育を推進していくためには、次のような取組を行っています。 

◇学習指導要領に即した小中一貫カリキュラムを見直し、中学校３年生での主体的な自主学習の姿を目指して、

系統的で効果的な学習のあり方を構築します。 

◇小学校では「YOSAREタイム」、中学校では「大中ラボ」といった異学年学習の時間を設け、主体的、協働的な

学びを深めていきます。 

◇中学校へ進学した生徒が、安心して中学校生活をスタートできるよう、小中間での児童生徒の情報の共有を徹

底します。また、中学校１日体験入学や出前授業を通して、中１ギャップ等に対応していきます。 

 

  
家庭は、教育の第一義的責任をもつところです。また、学校と家庭、地域は相互の役割と責任を自覚し、連携と協

力に努めることが重要です。このため、本校は、「学校を開く」ことで家庭・地域との連携を推進します。 

①学校公開 

学校公開日（年５日間）、授業参観・保護者会（毎学期１～２回の実施）、道徳授業地区公開講座（年１回）、生

活科・総合的な学習の時間での学習補助等、地域・保護者が学校に来ることのできる機会を多様に設定し、教育

活動への理解を深めていただけるように努めています。なお、学校はいつでも参観していただけますので、ご都合

の付くときにぜひお子様の様子を見に来てください。 

②地域ボランティアによる教育支援 

読み聞かせボランティア、太鼓指導ボランティア等、地域の方々に「地域ボランティア」として 

学習活動に参加していただき、教育活動の質の向上に努めています。 

③家庭学習生活リズム週間（年間3回） 

子供たちの学力向上を目指すために、ご家庭の協力は何よりも大切です。家庭学習習慣の定着と生活リズム

の向上を支援するために学期に１週間ずつ設定します。 

④情報発信 

学力向上に向けた取組を、学校便りやホームページ等で保護者・地域の方々へ発信し、ご

理解とご協力を求めています。また、全学年分の「授業改善プラン」も、ホームページ上でご

覧いただけます。 

４ 校内研究を通し、小中一貫教育を進めていきます。 

５ 家庭・地域との連携を推進します。 

 


